
 

 

 

 

 

 

 

 

（１）学
がく

しゅうを はじめる時
じ

こくと 時間
じ か ん

を きめましょう。 

学
がく

しゅうの 時間
じ か ん

の目
め

やすは、２０分いじょうです。 

（２）学
がく

しゅうに ひつようないものを かたづけ、つくえの上
うえ

を せいりし、ひ

つようなものをそろえましょう。 

（３）食
た

べながら、のみながら、テレビを見
み

ながらなど、べつのことをしながら  

学
がく

しゅうするのはやめましょう。 

 

 

 （１）正
た だ

しいしせいで 学
が く

しゅうしましょう。 

 （２）えんぴつの もち方
か た

に 気
き

をつけましょう。 

 （３）字
じ

は、ていねいに 書
か

きましょう。 

 （４）こたえのあるものは、いえの人
ひと

に○つけをしてもらいましょう。 

（５）まちがえたところの やりなおしを かならずしましょう。 

 （6）わからないところは、教科書
きょうかしょ

を見直
み な お

したり、おうちの人
ひと

といっしょに 

    かくにんしたりしましょう。 

 

 

（１）れんらくちょうを見
み

て、つぎの日
ひ

のじゅんびを しましょう。 

（２）じゅんびができたら、れんらくちょうにおうちの人
ひと

のサインをもらいましょ

う。 

（３）えんぴつは、家
いえ

でかならずけずり、ふでばこの中
なか

みを 

   そろえましょう。 

和木小てい学年
がくねん

よう 
 

かてい学しゅうとは『しゅくだい＋じしゅ学しゅう』です。 

 

１ かてい学
が く

しゅうをはじめる前
ま え

に気
き

をつけること。 

２ 学
が く

しゅう中
ちゅう

に気
き

をつけること。 

３ 学
が く

しゅう後
ご

に気
き

をつけること。 

わきちょう がく てび 



 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈例
れい

〉 

○ 国
こく

  語
ご

・・視
し

写
しゃ

（教科書
きょうかしょ

の文
ぶん

しょうをうつしてみましょう。） 

かん字
じ

れんしゅう（ドリルや教科書
きょうかしょ

を見
み

て、ていねいにれんしゅう

しましょう。） 

        音読
おんどく

（大きな声
こえ

で、はっきりと読
よ

みましょう。） 

        日記
に っ き

（じゅんじょよくかきましょう。） 

 ○ 算
さん

 数
すう

・・けい算
さん

れんしゅう（ドリルや教科書
きょうかしょ

をつかって、くりかえしれんし

ゅうしましょう。） 

         やりなおし（テストやプリントでまちがえたもんだいを、やり直
なお

し

ましょう。）  

               つぎの日
ひ

に学
がく

しゅうするページを読
よ

む。 

 

じょうぎ 

・めもりがはっきり見
み

えるものをつかう。 

・おりたたみしきでないものをつかう。 

えんぴつ 

・５・６本
ぽん

（けずっておく）じゅんびする。 

・Ｂか２Ｂのしんのやわらかいものをつかう。 

・一本ずつ名前
な ま え

を書
か

いておく。 

・かざりのついたものや、みじかすぎるものは、

つかわない。 けしゴム 

・よくきえる白
しろ

いものをつかう。 

・ねりけしなどは、もってこない。 

・本体
ほんたい

とカバーにも名前
な ま え

をかく。 

赤
あか

・青
あお

えんぴつ・ネームペン 

・カラーペンは、つかわない。 

・ネームペンは、よくうつるもの

をじゅんびする。 

４ ふでばこの中
な か

みは、つぎのようにそろえましょう。 

５ すすんで自
じ

しゅ学
が く

しゅうにとり組
く

みましょう。 

※もちものには名前
な ま え

を書
か

きましょう。 


